
令和元年度 定期工事監査報告書 

 

 

 

 

１ 監査の対象 

  平成３１年４月１日から令和元年９月３０日までに契約した工事７７件、業務

委託５７件、計１３４件のうちから選定した別表に掲げる４件の工事 

 

 

２ 監査の期間 

  令和元年１０月２４日、２５日の２日間 

 

 

３ 監査の方法 

  関係法令及び設計図書等に基づき適切に執行されているかを主眼とし、経済

性・効率性・有効性の観点にも留意しつつ、関係書類の提出を求めると共に、所

管課職員からの説明聴取により実施した。 

 

 

４ 監査の結果 

以上により工事を監査した結果は次のとおりである。 

（１）計 画 

   ① 建築工事について 

老朽化した旧職員住宅を解体し、跡地を堆雪場所として有効活用を図る

ことを目的とした工事である。 

 

② 土木工事について 

 本工事は、主要幹線道の改良工事であり、既存道路の経年劣化による車

両走行性の悪化に加え、車両の大型化や自衛隊車両が走行する路線として、

拡幅を含めた改良工事である。 

 

③ 水道工事について 

本工事は、生涯学習センター建設に伴い周辺の管網整備を実施し、水道

水の安定供給を図るものである。 

 

   ④ 下水道工事について 

     本工事は、終末処理場の曝気装置で経年劣化により軸受け部が摩耗し、

異音・振動が発生しているため、部品を交換し故障による処理機能停止を

未然に防ぐための修繕工事である。 

 



（２）入札及び契約 

    入札及び契約は適正に行われ、契約書、着手届及び添付書類は完備されて

おり、適正である。 

 

（３）工事監理 

   工事監理については、法令等を遵守し、工事監督員の指示・承諾・協議等は 

的確に行われており、監理体制についても適正に実施されている。 

 

（４）施工管理 

   施工管理については、出来形及び品質管理や工事記録写真等、書類整理も適

正であった。 

 

５ むすび 

  本年度実施した工事監査において指摘すべき事項は無い。 

今後においても限られた財源で事業を実施するためには、施設の重要度を見極

め、常に費用対効果を意識した計画・設計と適正な工事実施に一層努められると

共に、完成した施設については適正な維持管理に努められ、延命化が図られるこ

とを望むものである。 

 

 

 

 

令和元年１１月２９日 

 

 

 

別海町監査委員  杉 本 義 久 

 

別海町監査委員  竹 中   仁 

 

別海町監査委員  外 山 浩 司 

 



別 表   

 

（建築工事） 

工事番号・事業名・工事名 規模・構造 契約金額（円） 工 期 請負業社名 

工事 3号 

社会資本整備総合交付金事業 

旧職員住宅（旭町27・28号）とりこわし工事 

木造平屋建１棟2戸 

延べ床面積50.22㎡ 

とりこわし工事一

式 

2,889,000 

R1. 5.15 

有限会社 大内 
～ 

R1. 7.25 

 

 

（土木工事） 

工事番号・事業名・工事名 規模・構造 契約金額（円） 工 期 請負業社名 

継続工事 55 号 

防衛施設周辺道路整備事業 

根室中部 3号主要幹線改良舗装工事 

改良・舗装 

L=  280ｍ 

W=    5.5ｍ 

(59,102,000) 

47,824,300  

H30.12.18 
高玉建設工業 

株 式 会 社 
～ 

R1. 9.20 

※契約金額欄の上段（ ）内は工事全体、下段は本年度工事の金額を示す。 

 

 

（下水道工事） 

工事番号・事業名・工事名 規模・構造 契約金額（円） 工 期 請負業社名 

下水工事 2号 

町単独事業 

西春別終末処理場№2-1 曝気装置 

修繕工事 

曝気装置軸受 

交換一式 
  1,458,000 

R1. 5.24 
クボタ環境サ

ービス株式会

社北海道支店 

～ 

R1. 7.30 

 

 

（水道工事） 

工事番号・事業名・工事名 規模・構造 契約金額（円） 工 期 請負業社名 

水道工事 3号 

単独事業 

別海 1-4 号配水管増設工事 

DCIP（GX）φ100 

 L=137.89ｍ 
7,074,000 

R1. 6.28 

畠沢ほっけん 

株 式 会 社 

～ 

R1. 9.10 

 


